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大豆多収への挑戦 くその 2>

大豆多収のための窒素栄養 〈その 1) 
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土壌肥料第 2研究室
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下する傾向にあるので，単純に総重を重くするだけで の収量目標を 500kgにおいた場合，これらの作物が収穫

は，増収は期待できない。草出来は良いが，倒伏して焚 物中に含有する要素量を，表 1から求めてみると，玄米

つきが悪くなったり，病害虫を受ける例がしばしば見受 では窒素，リン酸，カリはそれぞれ， 12， 4.4， 10kg，大

けられる。 豆ではそれぞれ 44，8.5， 23kgとなる。

このように，多収を目指すには，総重を重くすること この結果をみると，大豆多収のためには，他の作物お

が最も重要であり，倒伏を防止し，英数を増し，稔実歩 よび他の要素に比較して，きわめて多量の窒素を供給し

合を高め，粒重を増加させるための，きめ細かい，かつ なくてはならない。つまり，大豆の多収には，窒素が決

高度な肥培管理が必要となる。 め手となることがわかる。

そのための方法としては，次のことが考えられる。

a.繁茂量が大きく，総重に対する子実重比が高い品 3. 根粒の働きを見なおそう

種を選ぶ、こと。

b.品種特性に適合した肥培管理を行うこと。 大豆の多収をめざす場合，さきに述べたように，収量

C. 根粒着性を良好にするよう配慮すること。 に見合う多量の窒素を安全かつ確実に，大豆に吸収させ

d.蔓化倒伏を防ぐこと。 なくてはならない。大豆はマメ科作物の特徴として，根

粒固定窒素を利用するから，大豆の窒素栄養を考えると

2. 大豆の多収には窒素が決め手 きは，根粒がどの位の窒素を固定して大豆へ供給してい

大豆は子実に高濃

度の蛋白質を蓄積す

るため，イネ科作物

などの他の作物と比

較し，多量の窒素を

供給しなけれf{7長ら
ない。

表 1には，主要作

物の三要素含有率

と，単位収量 (100 

kg)を生産する場合

の，収穫物中に含ま

れる三要素含量を示

しである。

これによると 3 マ

メの窒素含有率はリ

ン酸，カリを上回り，

また，窒素の含有率

だけについていえ

ば，マメは水稲，コ

ムギ，イモなどより

明らかに高い。とく

に，大豆子実中の窒

素含有率は約 7 %

で，これらの作物の

中では最も高く，こ

れを蛋白含量に換算

すると44%になる。

いま，玄米，大豆

作 ヰゐ

7]( 午前

コムギ

トウモロコシ

サツマイモ

ジャカ、、イモ

本*

大 旦

エンドウ

ア ツゃ三千

ナクネ

表 1 主要農作物の三要素含量(高橋 1969)

三要素含有率 単位収量 単収位雄収物量中のを生三要産素す含る場量合の
百1;1¥ う士 σ3 

N P20S K20 重 査 N P20S K20 

玄 米 1.35% 0.46% 0.20% 100kg kg kg 

モミカ、、ラ 0.64 0.19 0.49 22 0.87 1. 98 

ワ フ 0.57 0.23 1.05 159 

車交 実 2.08 0.79 0.52 100 

フボウ 0.72 0.40 0.84 2，1 1.14 2.57 

ワ フ 0.41 0.18 0.95 195 

河~~ 実 1.60 0.57 0.37 100 
ホカ、、ラ 0.23 0.02 0.23 40 1.15 2.92 

茎 サ ヤ 0.84 0.38 1.64 150 

イ モ 0.30 0.09 0.50 100 

~g ツル 0.27 0.05 0.35 34 
0.11 0.62 

イ モ 0.34 0.16 0.58 100 
0.21 0.72 

実一一rfー 葉 0.49 0.16 0.43 33 

旦 6.98 1.34 2.54 100 

茎サヤ 1.25 0.33 1.54 98 1. 70 4.53 

葉 キ有 1.66 0.13 1. 59 30 

!iL 3.58 0.84 1.01 100 
1.32 2.37 

茎 サ ヤ 1.04 0.35 0.99 137 

旦 2.86 0.85 1.15 100 
2.19 6.47 

茎 サ ヤ 1.30 0.61 2.42 220 

子 実 100 

サ ヤ 0.64 I 0.37 I 0.95 190 3.80 9.27 

茎 0.56 I O.一2ー5一一一ーLーー 1.13 L 575 

*植物栄養土壌肥料大事典(妥賢堂， 1976)料東北農業試験場
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るかを，明らかにしておく必要がある。 その場合の収量は 273kgで，窒素吸収量は約18kgであ

根粒の働きは，肥料窒素をどの位施用したか，土壌の り，施肥窒素量4kg (100%利用されたと仮定〉を減ず

地力窒素がどの位あるか，茎葉が十分に繁茂して光合成 れば，土壌由来窒素量は14kgであったと推定された。

しているか，大豆の栄養状態が良好であるか等によって 一方，根粒菌を多量に付着させた種子を播種した場合

左右される。 には，根粒菌が着生し，その場合の収量は 449kgで，窒

一般には，大豆の吸収する窒素の1/3~2/3が，根粒の 素吸収量は46kgで、あった。これから，土壌由来窒素量14

働きによって供給されるといわれている。「農業と科学J kgと施肥窒素量4kgを減ずると，根粒由来窒素量は28kg

の本年 1月号で吉田氏は，最近の文献から根粒が固定す となる。窒素の全吸収量中に占める肥料由来窒素:土壌

る窒素量は， 10kg/10a以下とし、う数字が多かったこと 由来窒素:根粒由来窒素の比率は， ほぼ 1:3: 6とな

を紹介している。 る。

しかし，東北地域の試験成績では，根粒が供給する窒 以上，要するに，東北地域における試験結果による

素はもっと多いと考えられるので，具体的に計算してみ と，根粒が供給する窒素量は，今まで考えられていた量

表 2 畑作物の養分吸収量 (kg/10~a) 

作 物 土 壌 収量 N P205 K20 {庸 支Jι 

黒ボク土壌 390 34.0 6二6318.0 施肥 量

大 旦 沖積土壌 465 46.2 8.97 21. 9 N、P205、KP

花商岩土壌 456 40.5 7.37 21. 3 各々2、16、10kg/10a

青刈トウモロコシ 黒ボク土壌 5，590 11.0 3.2016.0 無施肥、厩肥2t連用

(東北農業試験場〉

ょう。 より，かなり多いものと評価してよく，さらに，大豆の

表 2は，東北農業試験場で得られた成績で、ある。大豆 収量水準が高くなるほど3 根粒由来窒素の割合が大きく

の吸収する窒素は，肥料由来の窒素と，土壌由来の窒素 なるものと考えられる。

と，根粒由来の窒素とに分けられる。

ここで，土壌由来の窒素は，表 2に示したように，と

うもろこしの無施肥区と同じl1kgと仮定し，また，肥料

由来の窒素は，窒素肥料の 2kgが 100%吸収されたと仮

定して，根粒由来の窒素量を計算した。

その結果，根粒が供給する10a当たりの窒素量は，黒

ボグ土壌で、21kg，沖積土壌で33kg，花関岩土壌で、28kgで、

あったと推定され，根粒の窒素固定量は，従来いわれて

きたよりかなり高く，根粒の働きが重要であることがわ

カミる。

さらに，大豆が吸収する窒素を，肥料由来窒素，土壌

由来窒素，根粒由来窒素に分けて，それぞれの割合を計

算すると，黒ボク土壌では 6，32， 62%，沖積土壌では

4， 24， 72%，花崩岩土壌では 5，27， 68%であった。

このように，収量水準が高いほど，根粒由来の窒素量

の割合が増大する傾向にあり，高い収量を目指す上で，

根粒の{動きはきわめて大きいといえよう。

また，秋田県農業試験場八郎潟干拓地における試験結

果について，同様の計算がされている。八郎潟干拓地の

水回転換畑では，初年目の大豆には，根粒菌を慣行どお

り粉衣しても，根粒が全く着生しない。

'，' 4. 大豆多収のための窒素供給方式

根粒依存型と窒素肥料依存型

前述したように，大豆多収を目指すには，根粒の働き

を重要視しなければならないと考えられるが， 他方;で

は，窒素肥料を多量に施用しγ多収受目指す技術の検討

も，進められている。

前者を，根粒菌固定窒素を重視する根粒依存型と呼ぶ
汚

とすれば，後者は，根粒の窒素固定能を初めからA無視

し，施肥窒素重視の立場から窒素肥料依存型と呼ぶこと

ができる。

Hこのように，大豆に対する窒素供給の方式はニ大別で

きるが，大豆多収のための窒素栄養の得失については，

土壌条件，気象条件，根粒活性の持続性並びに，大豆の

生育期間〈早播きする場合と，晩播きの場合〉などで異

なると考えられるが，それらについては現在，必ずしも

明確ではなし今後の検討が必要である。 ttfぷ

窒素肥料依存型で検討されている技術には， @:'窒素

肥料の多量追肥，(6)窒素肥料を基肥として，多量に全層

に施用，@緩効性窒素肥料の施用などがある.



(4) 第三種郵便物認可 農 業

最近，十勝農業試験場で行われた試験成績を表に示す。

これによれば， 10 a 当たり 30~50kgの肥料窒素の施用

で， 350"-'410kgの大豆の収量をあげている。これ以上の

多収が，安定的に得られるかどうかについては，さらに

今後の検討に期待したい。

表 3 窒素肥料依存型栽培における大豆の収量

(ト勝農業試験場)

処 理
収 量(kg/10a)

総量 茎英重 子実重

'1貫 行(椋植) 573 257 316 

標植十P資十硫安-N30kg 755 382 373 
11 H H 40 797 383 414 
11 11 11 50 753 368 385 
11 11 CDU-N30 701 355 346 
11 11 11 40 780 374 406 
11 11 11 50 800 388 412 

宮、植十培土+P資+N追10 735 33土___L__生旦2
慣行:無施)j巴、 60cmX25cm 施肥法:全層施肥、品種:キタムスメ

と
寸
時
B

d
d
a
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5. 小まとめ

①大豆の多収を考える場合には3 その収量目標に応

じた養分の，円滑な供給が必要である。とくに大豆は，

他の作物や他の要素に比較して，窒素の吸収量が多いの

で，窒素栄養が多収の決め手となる。

② 比較的多収 (390"-'460kg)をあげ、た大豆の，窒素

吸収量に占める根粒固定窒素の割合は60~72%で，これ

は従来いわれてきた33~67%の上限に当たる。しかし，

根粒固定窒素量は22~33kgで3 従来の値10~15kgより多

く3 しかも収量が高まるほど3 増大する傾向があり，大

豆の多収における，根粒菌の果たす役割は大きい。

③ 最近，根粒窒素依存型による大豆栽培のほか3 根

粒の窒素固定能を無視した，肥料窒素依存型の栽培も試

みられ， 350~410kgの収量が得られている。

次回には，大豆の生育時期別に分けて窒素栄養を考え

てみる。

54年産米の作柄は「やや良」の見込み

去る10月30日の閣議に報告された54年産陸稲の予想

収穫量(10月15日現在〉は，水稲の作況指数(平年作

=100)は全国平均で103の「やや良」と前回報告 (9

月15日現在〉と同じであり，また10a当たり収量も前

回 (481kg)とほぼ同水準の 482kgで， 53年産米に次

ぐ史上 2番目の豊作であることに変化はなく，予想収

穫量は水稲 11，904，000トン，陸稲 62，000トンの見通

しとなった。

これは53年の収穫量(水陸稲合計12，509，000トン〉

に比べると，減反強化の影響を中心に 623，000トンの

減少となるが3 今年度の予想消費量 1，130万トン弱よ

りは70万トン近くも多く，政府が目指した米の単年度

の需給均衡は3 前年度に引続き崩れることが確実とな

っTこ。

全国の水陸稲は10月15日現在で76%が刈り取りを終

っており，今回の報告は， 54年産米の収穫量の予想と

しては最終のものである。

農林水産省はこのあと12月下旬に確定収穫量の発表

を予定している。今回報告によると，水稲は 9月下旬

の長雨と16号台風により，東海，近畿，四国など関東

以西の太平洋側を中心に倒伏，穂発芽などの被害が発

生したが，他の地域では天候がおおむね順調だったた

め，全国の作柄は前年と同じ「やや良」で、推移した。

農林水産省では10月15日以降も20号台風の影響は少な

く3 収穫量は大きな変化はないとみている。

農林水産省は53年度から米の単年度需給均衡を目指

して減反強化(水田利用再編対策〉を進める一方，今

年度から備蓄用約 200万トンを除いた古米在庫480万

トンを対象に，過剰米処理対策に乗り出した。 しか

L，昨年度は米作が史上最高の豊作で、あったことや，

消費の見通しを誤まったことから3 古米在庫は計画通

りには減少せず， 10月末の過剰米は，備蓄用を含めて

650万トンにのぼる見通しとなっている。

このため，このうえ本年産米が70万トン近く余るこ

とになれば，単純計算では来年秋の古米在庫は 720万

トン弱と，過去最高の48年の水準に達することになる。

また来年度に予定されている 100万トンの過剰米処理

が順調に実現した場合で、も，その大半は本年産米の余

剰分で“11長消し"になることになり，過剰米の“重荷"

は当面，減らない見通しである。


